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一般社団法人日本民営鉄道協会（事務局：東京都千代田区、会長：原田一之）では、２０２４年７月 

１９日（金）から、環境にやさしい鉄道の利用促進を目的として、鉄道の環境優位性をＰＲする動画

を公開します。 

鉄道は、エネルギー効率に優れており、自動車等の他の交通手段と比べてＣＯ２排出量が少ない環境に

やさしい乗り物です。このため、移動に当たって、鉄道を利用していただくことが、ＣＯ２排出量の削減

及びカーボンニュートラル社会の実現のための近道です。 

当協会では「カーボンニュートラル実現に向けた行動計画」（裏面【参考資料】）を策定し、政府が掲げ

る２０５０年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現」に向けて民営鉄道業界のＣＯ２排出量削減に精

力的に取り組んでいます。鉄道事業者各社においては、省エネルギー車両の導入だけでなく、再生可能エ

ネルギーの生産・使用などの取り組みを積極的に進めています。 

鉄道の環境優位性をＰＲする本動画は全４話からなり、若いカップルが休日に旅行する内容のドラマ仕

立てで、計画、移動、現地観光へとストーリーが展開します。そして、二人の話題に寄り添うようにし

て、鉄道を応援する俳優/タレントの村井美樹さんが登場、鉄道を移動手段として選択することが、カー

ボンニュートラル実現への近道につながることを優しくレクチャーしていきます。 

詳細は以下のとおりです。 

 

○公開時期 ２０２４年７月１９日（金）から、毎週金曜日１７時に１話ずつ順に公開 

○公開方法 日本民営鉄道協会公式ホームページ内 

（YouTube動画サイトにリンクしています） 

      https://www.mintetsu.or.jp/eco/index.html 

○公開内容 

 【村井美樹さんと学ぶ】「鉄道で目指すカーボンニュートラル」～旅行編～ 

第１話 渋滞なし、駐車場待ちなしの「鉄道旅」     【7/19公開】 

第２話 ゆったり、気ままに、環境に優しい「鉄道旅」  【7/26公開】 

第３話 カーボンニュートラル実現への近道「鉄道旅」  【8/ 2公開】 

第４話 時間まで目いっぱい観光地を満喫できる「鉄道旅」【8/ 9公開】  （当協会ＨＰ内のバナー） 

  
◎画像イメージ（一部）は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 
 

以上 

 

 

    鉄道を利用してカーボンニュートラル実践を促す動画を公開します！ 

     －ドラマ仕立てで、旅行に行く若いカップルに村井美樹さんが優しくレクチャーしていきます－ 

https://www.mintetsu.or.jp/eco/index.html


【参考資料】 

カーボンニュートラル実現に向けた行動計画 

 

日本民営鉄道協会は、公共交通機関が果たすべき社会的責任として、政府が掲げる「2050年カーボンニ

ュートラル、脱炭素社会の実現」に向けて民営鉄道業界のＣＯ₂排出量削減に精力的に取り組んでまいりま

す。 

 これまでも、当協会では経団連の低炭素社会実行計画（現カーボンニュートラル行動計画）に参画し、

2020年度目標（フェーズⅠ）として設定した「運転用電力量使用原単位を2010年度比で5.7％削減」を達成

しておりますが、今般、2030年度目標（フェーズⅡ）を前向きに見直し、新たに2050年カーボンニュート

ラルに向けたビジョン(基本方針)を加えた行動計画を策定いたしました。 

1．2030年度目標の前向きな見直し 

○「大手事業者全体の運転用電力に係るＣＯ₂排出量を2013年度比で46％削減」を目指す 

電力使用量（ＣＯ₂排出量）の大部分を占める列車運転に要する電力を対象として、削減効果が大きい

車両の省エネルギー化を始めとした以下の施策に取り組んでまいります。 

• 電力をより効率的に利用するＶＶＶＦインバータ制御・回生ブレーキの装備や車体の軽量化等によ

る省エネルギー車両の導入 

• 非化石証書等の活用による再生可能エネルギーや回生電力を使用した列車運行 

• 加速時間の短縮による省エネ運転、需要の分散化等による列車運行ダイヤ・車両運用の適正化 

 

2．2050年カーボンニュートラルに向けたビジョン（基本方針） 

政府が掲げる「2050年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現」に向けて、以下の2点を基本方針と

いたします。 

○ 「ＣＯ₂排出量の最大限の削減」を図る 

１．で掲げた諸施策をさらに推進するとともに、鉄道事業の主たるエネルギーである電気事業者が

供給する電力の脱炭素化を始めとして、再生可能エネルギー、省エネルギーに関する新たな技術開発

や社会実装の検討が政府の支援により官民一体となって進められることを踏まえて、ＣＯ₂排出量の最

大限の削減に取り組んでまいります。 

 

○ 「環境負荷が小さい鉄道の利用促進」を図る 

鉄道事業自らのＣＯ₂排出量の削減は元より、排出原単位の高い輸送手段から環境負荷が極めて小さ

い鉄道にシフトすることにより我が国全体の排出量の削減に貢献することから、鉄道の利用促進に向

けた施策に精力的に取り組んでまいります。 


